
マ，、

マ
へ
ダ
ノ

9
ト
ヨ
前
国
籍
盟
加
賀
務
巨
。
遺

稿
式
部
。
正
徳
三
年
焚
撤
馬
挙
般
の
越
知
ご
千
五
百

石
を
襲
ぎ
、
銅
鐸
用
場
奉
行
・
御
近
習
御
用
を
経
、
貸

暦
ご
年
五
百
石
加
増
、
六
年
‘
公
事
場
奉
行
に
任
じ
、

明
和
元
年
御
第
、
入
年
五
周
一
一
十
日
夜
し
た
。

マ
へ
ダ
ノ

9
マ
サ
前
国
籍
正
加
賀
藩
臣
。
遁

稽
敏
馬
・
式
部
。
文
政
元
年
矢
式
部
挙
始
致
仕
の
後

三
千
石
を
領
し
、
小
松
御
城
番
・
寺
枇
奉
行
・
録
公
事

場
奉
行
を
経
て
1

天
保
十
一
日
中
六
周
若
年
寄
に
滋
ん

だ
。
マ
へ
ダ
ハ
ル
ナ
ガ
前
田
治
傭
加
賀
務
主
第
十

・
一
代
。
前
回
吉
徳
の
十
男
、
母
は
欝
諸
院
。
延
享
二

年
正
周
囲
日
金
課
に
生
ま
る
。
幼
名
時
次
郎
。
三
年

四
局
廿
入
日
越
申
古
闘
府
勝
興
寺
住
職
に
定
ま
り
、

六
月
六
日
名
を
隼
丸
と
改
め
、
震
暦
六
年
間
十
一
周

一
一
日
間
寺
に
移
り
、
十
一
年
一
一
一
周
得
度
し
て
悶
震
と

稽
し
た
が
、
明
和
五
年
十
ご
用
十
八
日
兄
童
数
に
嗣

子
が
な
か
っ
た
震
還
俗
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
年
ご
用

朔
日
金
谷
御
殿
に
移
h
v
時
次
郎
に
復
し
、
同
居
六
日

間
を
利
有
と
穂
し
た
。
次
い
で
入
年
ご
周
江
戸
に
赴

き
、
四
月
廿
一
一
一
日
璽
敬
致
仕
し
て
家
督
を
相
綴
し
、

六
周
廿
五
日
正
四
位
下
左
近
衛
櫨
少
締
衆
加
賀
守
に

叙
任
し
、
将
軍
徳
川
家
治
の
偏
爵
を
賜
う
て
治
備
と

殴
め
た
。
安
永
元
年
十
一
一
周
十
八
日
左
近
衛
櫨
申
締

に
縛
じ
、
寛
政
四
年
十
ご
用
十
五
日
参
議
に
任
じ
、

中
絡
故
の
如
く
、
享
和
二
年
=
一
周
九
日
致
仕
、
同
居

十
一
日
肥
前
守
と
稽
し
、
文
化
七
年
正
周
七
日
金
調
停

に
卒
し
、
九
日
援
護
し
た
。
享
年
六
十
六
。
法
駿
太

梁
院
俊
山
徳
英
大
居
士
、
野
田
山
に
葬
る
。
後
大
正

六
年
十
一
周
十
七
日
従
三
位
を
遁
胸
せ
ら
れ
た
。

マ
へ
ダ
ヒ
デ
ツ
グ
前
田
発
館
前
田
利
春
の
六

男
、
利
家
の
揚
。
逝
縛
右
近
。
利
家
に
臨
し
、
越
前

府
中
に
於
い
て
千
石
を
受
け
、
天
正
十
一
年
四
高
石

を
領
し
て
加
賀
律
幡
城
に
居
た
が
、
十
三
年
越
中
今

石
動
城
に
移
り
、
叉
木
結
城
に
縛
じ
て
、
十
一
用
品
u

九
日
大
地
震
の
震
に
酪
死
し
た
。
法
鵠
瑞
光
院
密
庵

永
偲
居
士
。
穂
波
郡
矢
波
村
高
徳
寺
に
葬
り
、
高
徳

寺
は
後
に
永
停
寺
と
改
め
た
。
そ
の
子
に
利
秀
が
あ

っ
た
。マ
ヘ
ダ
へ
イ
ザ
Z

号
ン
前
田
平
左
衛
門
加
賀

務
臣
。
突
は
三
郎
四
郎
。
平
左
衛
門
初
め
毛
利
秀
説
・

松
平
忠
直
に
臣
事
し
、
寛
永
十
去
年
前
凹
利
常
に
仕

へ
て
三
百
石
を
領
し
、
高
泊
三
年
夜
。
子
孫
樹
繕
い

で
務
に
仕
へ
る
。

マ
ヘ
ダ
マ
ザ
ト
ラ
前
田
正
虎
利
太
の
子
。
遁

稽
安
太
夫
。
初
め
加
賀
務
に
仕
へ
て
二
千
石
を
受
け

た
。
正
虎
光
館
援
を
皐
ん
で
替
を
能
く
し
、
前
田
家

之
記
一
名
前
悶
安
太
夫
筆
記
を
若
し
て
務
の
故
事
を

偲
へ
た
。
後
磁
士
を
以
て
・
七
尾
に
終
り
、
嗣
が
な
か

っ
た
。マ
へ
ダ
ミ
チ
ナ
リ
前
回
議
漉
加
賀
務
臣
。
逝

稽
織
江
。
寛
政
三
年
尖
左
勝
道
桐
の
致
仕
後
六
千
石

ハ
内
千
石
奥
カ
知
〉
を
領
し
、
六
年
小
訟
御
城
番
、
八

年
前
回
婦
問
蹟
附
に
任
じ
、
九
年
千
石
を
増
し
、
若
年

寄
に
任
じ
、
天
保
元
年
入
居
致
仕
し
て
料
千
石
を
受

け
、
十
周
十
三
日
夜
し
た
。

マ
へ
ダ
さ
ツ
タ
カ
前
田
光
高
加
賀
務
主
第
四

代
。
前
田
利
常
の
嫡
男
、
母
は
天
徳
院
。
元
和
元
年

十
一
周
ご
十
日
金
調
停
に
生
ま
る
。
幼
名
犬
千
代
。
初

諒
利
高
ι
寛
永
六
年
四
周
骨
三
日
正
四
位
下
左
近
衛

極
少
将
粂
筑
前
守
に
叙
任
せ
ら
れ
、
将
軍
徳
川
家
光

の
偏
諒
を
賜
う
て
光
高
と
改
め
た
。
十
六
年
六
周
二

十
日
利
常
致
仕
し
て
家
を
襲
ぎ
、
同
年
間
十
一
周
初

め
て
入
部
、

E
保
ご
年
四
周
五
日
品
窃
か
に
江
戸
邸
で

寂
し
た
。
享
年
三
十
一
。
法
脱
陽
鹿
院
締
巌
突
良
大

居
士
、
金
調
停
突
徳
院
に
興
る
。
光
高
患
を
好
み
、
自

【
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諭
記
・
一
本
麓
・
陽
蹟
公
詠
歌
百
首
・
徒
然
百
首
等
の

箸
が
あ
る
。

マ
ヘ
ダ
ム
ネ
ト
ギ
前
田
宗
辰
加
賀
藩
主
第
七

代
。
前
回
音
徳
の
嫡
男
、
母
は
海
珠
院
。
享
保
十
年

四
局
廿
来
日
金
制
仲
に
生
ま
る
。
幼
名
勝
丸
。
元
文
元

年
十
周
初
め
て
出
府
、
二
年
四
局
六
日
犬
千
代
と
稽

し
、
同
居
七
日
叉
左
衛
門
利
雄
と
改
め
、
六
周
サ
八

日
E
四
位
下
左
近
衛
槌
少
特
集
佐
渡
守
に
叙
任
、
持

軍
徳
川
音
宗
の
備
簡
を
賜
う
て
宗
辰
と
改
め
た
。
次

い
で
延
享
一
…
年
七
周
サ
五
日
家
督
相
続
を
命
ぜ
ら

れ
、
入
周
囲
日
加
賀
守
と
殴
稽
し
、
十
月
十
八
日
左

近
衛
機
中
将
に
限
り
、
コ
一
年
十
三
周
八
日
江
戸
に
卒

し
、
十
一
一
日
渡
捜
し
た
。
享
年
廿
一
一
。
法
説
大
路
院

梅
闘
雲
峰
大
居
士
、
野
問
山
に
葬
る
。
宗
辰
芋
は
伯

挟
、
梅
場
・
陪
然
窮
・
閤
章
堂
と
銃
し
た
。

マ
へ
ダ
ヤ
ス
カ
ツ
前
田
安
勝
前
回
利
春
の
三

子
。
利
家
の
兄
。
遇
制
梢
五
郎
兵
衛
。
利
家
に
麗
し
て

越
前
府
中
に
千
.
石
を
受
け
、
後
七
尾
城
代
と
な
っ
て

一
高
三
千
七
百
石
を
領
し
、
文
隊
三
年
九
周
廿
三
日

夜
し
た
。
法
蹴
天
翁
道
消
居
士
、
七
尾
の
郊
外
長
齢

寺
に
葬
る
。
そ
の
子
に
利
好
が
あ
り
、
一
女
は
背
木

議
四
郎
の
室
と
な
り
、
一
女
は
伯
父
利
久
に
護
は
れ

て
、
養
子
利
太
と
婚
し
た
。

マ
へ
ダ
ヤ
ス
ツ
グ
前
田
安
繕

J
マ
ヘ
ダ
ト
y

g
y

前
田
利
好
。

マ
へ
ダ
ヨ
シ
ツ
グ
前
回
夏
繕

4
マ
ヘ
ダ
ト
シ

ヨ
ジ
前
田
利
好
。

マ
へ
ダ
ヨ
シ
ノ

9

前
田
吉
徳
加
賀
務
当
第
六

代
。
前
回
綱
紀
の
四
男
、
母
は
預
玄
院
。
元
棟
三
年

八
用
入
日
江
戸
に
生
ま
る
。
幼
名
勝
次
郎
。
十
五
年

一
一
周
十
四
日
勝
丸
と
改
め
、
同
居
十
五
日
犬
千
代
と

稽
し
、
同
局
廿
一
日
叉
左
衛
門
利
典
と
い
号
た
が
、
六

局
九
日
正
四
位
下
左
近
衛
秘
少
持
集
若
狭
守
に
叙
任

八
O
八

し
た
際
、
持
軍
徳
川
綱
吉
の
偏
簡
を
賜
う
て
音
治
と

改
め
た
。
次
い
で
事
保
入
年
五
周
九
日
封
を
襲
ぎ
、

六
周
十
五
日
加
賀
守
と
穏
し
、
入
居
十
八
日
左
近
衛

櫨
中
将
に
溢
み
、
九
年
七
用
廿
二
日
初
め
て
入
部
し

た
。
元
文
五
年
十
二
周
朔
日
参
議
に
任
じ
、
中
将
放

の
知
〈
、
同
局
十
入
日
部
を
吉
徳
と
殴
め
、
延
亭
二

年
六
周
十
ご
日
金
棒
に
卒
し
た
。
享
年
五
十
六
。
法

撹
槌
凶
院
側
鍛
法
性
大
居
士
、
野
田
山
に
葬
っ
た
。

図
に
言
ふ
。
吉
徳
が
元
機
十
五
年
部
を
利
興
と
縛
し

た
こ
と
に
就
い
て
は
璃
疑
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
こ

の
時
富
山
侯
も
亦
長
門
守
利
輿
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
随
う
て
参
議
公
年
表
に
利
起
と
し
て
あ
る
の
が

正
し
い
や
う
に
思
は
れ
ぬ
で
も
な
い
。
併
し
政
隣
記

に
『
御
名
莱
利
興
公
と
御
撰
之
旨
、
御
親
問
〈
綱
紀
〉

被
遊
被
遜
之
。
御
名
莱
粂
而
林
大
接
頭
殿
被
考
之
。

反
到
陵
字
。
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
利
奥
と
い
う
た
こ

と
の
認
な
ら
ざ
る
を
知
る
べ
く
、
更
に
諮
闘
公
年
誠

に
は
、
『
先
是
富
山
侯
長
門
守
捺
穏
利
奥
。
宗
凶
之
家

君
御
問
名
な
れ
ば
即
時
可
被
鵠
避
之
所
、
瑚
御
沙
汰

無
之
可
調
失
穂
也
。
笛
時
有
識
之
欝
深
非
鵡
之
。
嗣

君
無
関
今
之
御
名
ハ
音
治
)
に
改
ら
る
L
故
に
弼
不
及

其
儀
敗
。
』
と
の
奇
論
さ
へ
生
じ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に

林
胤
悶
の
不
念
か
ら
、
綱
紀
も
無
意
識
に
そ
の
践
を

重
ね
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

マ
ヘ
ダ
ヨ
シ
ハ
ル
前
田
吉
治

4
マ
ヘ
ダ
ヨ
シ

ノ

p

前
回
吉
徳
。

マ
へ
ダ
ヨ
シ
ヤ
ス
前
田
鹿
寧
加
賀
務
宇
一
第
十

四
代
。
前
田
賀
泰
の
嫡
男
、
母
は
景
徳
院
。
天
保
元

年
五
周
回
日
江
戸
に
生
ま
る
。
幼
名
犬
千
代
。
十
二

年
十
ご
用
朔
日
叉
左
衛
門
利
佳
と
股
め
、
十
一
一
一
年
二

局
廿
二
日
正
四
位
下
左
近
衛
櫨
少
特
集
筑
前
守
に
叙

任
し
、
将
軍
徳
川
家
鹿
の
偏
部
を
賜
う
て
鹿
事
と
改

め
た
。
嘉
永
五
年
十
一
一
周
十
六
日
左
近
衛
槌
申
終
に
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